ソーシャル・インクルージョンをめざす「アートによる支援」 －関西福祉大学共同研究「日常生活の支援手段としてのアートに関する研究」から－ by 半田 結
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年度 実施日時 内　　　　　　　容 場　　所 参加者
2014 年度 2014. 9 .13 市民フォーラム 2114「ありのままの自分を認め，つながりの回復
をめざすアートによる支援をめぐって～アート療法士の可能性～」
姫路市自治福祉会館 約 50 名
2015. 2 .24 「片山工房のアートによる障害者の支援」 関西福祉大学 3 名
2015 年度 2015. 5 . 9 「身体表現ワークショップ」 関西福祉大学 32 名
2015. 7 .18 ダンスワークショップ「からだであそぼう」 関西福祉大学 46 名
2015.12.15
　～…12.20
片山工房作品展・講演会・ワークショップ 赤穂市立図書館 約 500 名




























































































　片山工房の前身は 1993 年 4 月に設立された自立生活













































































ア ー ト 情 報 の Web マ ガ ジ ン『artscape』http://artscape.

































































































































































エッセイを HP に掲載している．32 そこには，芸術の本
来価値はエクセレンス（卓越性）があると信じて疑わな
い，つまり「芸術のための芸術」を信奉する芸術関係者
や文化関係者が少なくないことを指摘し，社会的包摂に
ついて大きな誤解があるとして，次のことを指摘する．
　①芸術を聖域化する偏狭な考え方があること，②社会
的包摂を弱者への施しであるというようなエリート意識
による似非社会包摂があること，③鑑賞者と愛好者開発
の「普及啓発」のワークショップ等を「社会課題」の解
決に向かわせる社会包摂プログラムだと強弁する劇場
ホールが存在すること，そして，④「文化芸術の社会包
摂機能」がめざすのは「生きにくさ」や「生きづらさ」
を抱え込んでいる人々を一時的に慰撫して，一時的な安
寧の心理状態にすることだという誤解，の４つである．
　文化芸術の社会的包摂機能には，生きづらさの原因を
除去する力はもとよりない．アートにできることは，アー
トという枠組みでしか捉えられないもの，こぼれ落ちるも
31　…森下静香「はじめに―社会を変えるアートの実践」たんぽ
ぽの家，前掲書，2016，p.13
32　…衛紀生「エッセイ 2016.12.17」可児市文化創造センター HP
　　http://www.kpac.or.jp/kantyou/essey_190.html（2017.12.27
参照）
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－関西福祉大学共同研究「日常生活の支援手段としてのアートに関する研究」から－
のに耳を澄まし，目を凝らし，そっとふれることである．「生
きにくさ」は痛みと悲しみの薄皮に何重にも覆われてい
て，それをはがそうとすると一気に鮮血があふれ出してし
まう．かさぶたができて自然にはがれ落ちるまで，一緒
にいることしかできない．私たちの社会には，それに寄
り添える関係―表現の場が，もっと必要である．もちろん，
これは障害のある人だけに必要なことなのではない．
　芸術は，芸術の世界の内側だけで新しい表現が生まれ，
発展してきたわけではない．いつの時代も，はじめは誰
にも認められなかった表現が新しい見方を作り，世界を
変えてきた訳であるが，障害のある人の表現が発見され
ることで，芸術の範囲が拡張され世界に深さがもたらさ
れたのである．価値観が大きく変わりつつある現在，あ
らゆる分野で新しい知が求められている．それは声なき
声を聴くことから，些細なことを大切にすることから，
もう始まっている．
４．おわりに
　社会的包摂は社会的排除の解消のための実践として生
まれてきたものだが，それは，アートが本来的に持って
いるものである．アートは人々の潜在的な力を引き出す
ことによって自尊感情を回復し，人々にコミュニケー
ションの道を開くからである．このようにまとめてしま
うことは，支援する―支援されるという関係性を固定化
した上から目線の発想かもしれない．逡巡しながら上田
の言葉を再び引き，稿を閉じる．
　よくぞ生きてきてくれました，というような困難な人
生を生きてきた人たちがいます．…誰にも代わることが
できないことをひきうけ，じ
マ マ
ぶんのありのままをひきう
け，一回きりの人生を生きていこうとするいのちの現れ
に，魅きつけられます．ところが，そうした人を，一見とっ
つきにくいからといって，よくわからないからと，無視
したり見ないようにしたり，じぶんの生活とは関係ない
と決めつけてしまったりすることがあります．でも，ほ
んとうにそうでしょうか．じゃあ，しんどい人を包摂し
ようと動けば，解決するのでしょうか．それは解決には
なりません．お互い言いたいことを言い，おもしろいと
ころを楽しんだり，調整すべきことは調整し，時間のか
かることだけど，しぶとくあきらめないで，であいを重
ねることが大切です．アートにできることなんて，ほん
とうに少ない．でも，あきらめないで，創意工夫するこ
と．であいなおしを重ねるきっかけをつくること．信じ
る仕事を，地道なことを，コツコツつづける．…そして，
自分を深めていきたいと思います．33
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　本研究は，平成 26 年度関西福祉大学共同研究費の成
果である．
33　上田，前掲 HP
